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「Ｓ」の労務環境対応
最多取り組み分野は
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商
工
中
金
は
こ
の
ほ
ど
、

７
月
に
取
引
先
中
小
企
業
を

対
象
に
行
っ
た
調
査
「
中
小

企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組

み
状
況
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
中
小
企
業
が
Ｅ
Ｓ

Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
企
業
統

治
）
に
取
り
組
む
上
で
最
も

課
題
と
考
え
て
い
る
の
は
、

分
野
を
問
わ
ず
「
対
処
方
法

や
他
社
事
例
な
ど
の
情
報
不

足
」
だ
と
分
か
っ
た
。

　
調
査
は
今
年
７
月
、
郵
送

方
式
の
調
査
票
も
し
く
は
ウ

ェ
ブ
画
面
で
の
回
答
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実
施
。

１
万
３
４
２
社
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
、
５
２
３
１
社

（
ウ
ェ
ブ
回
答
２
２
１
７

社
、
調
査
票
回
答
３
０
１
４

社
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
分
野
別
の
取

り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
最

も
高
い
割
合
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
の
は「
Ｓ（
社
会
）」

の
「
残
業
時
間
の
削
減
や
有

給
休
暇
取
得
促
進
な
ど
の
労

務
環
境
対
応
」
で

・
５
％

だ
っ
た
。
以
下
、
「
Ｇ
（
企

業
統
治
）
」
の
「
月
次
決
算

の
ス
ム
ー
ズ
な
作
成
な
ど
の

財
務
・
会
計
管
理
体
制
整
備
」

が

・
５
％
、
「
重
要
な
規

定
の
作
成
な
ど
の
労
務
管
理

体
制
整
備
」
が

・
３
％
で

続
い
た
。
こ
の
ほ
か
で
は

「
Ｅ
（
環
境
）
」
の
「
自
社

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
面

で
の
付
加
価
値
の
訴
求
」
も

上
位
に
入
っ
た
。同
項
目
は
、

今
後
最
も
注
力
し
た
い
分
野

と
し
て
挙
げ
た
企
業
が
最
も

多
く

・
６
％
だ
っ
た
。

　
今
後
最
も
注
力
し
た
い
分

野
に
取
り
組
む
上
で
の
課
題

は
、
「
対
処
方
法
や
他
社
事

例
な
ど
の
情
報
不
足
」
を
挙

げ
た
企
業
が

・
２
％
で
最

も
多
く
、
以
下
「
対
応
で
き

る
人
材
が
い
な
い
（
人
材
不

足
）
」
が

・
２
％
、
「
対

応
コ
ス
ト
が
高
い
（
コ
ス
ト

が
高
い
）
」
が

・
７
％
だ

っ
た
。
前
述
の
情
報
不
足
を

課
題
に
挙
げ
た
会
社
が
最
も

多
か
っ
た
分
野
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

合
わ
せ
て

分
野
の
う
ち
９

分
野
だ
っ
た
。

　
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
の

課
題
を
、
Ｅ
、
Ｓ
、
Ｇ
の
分

野
ご
と
に
見
る
と
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
「
情
報
不
足
」

が
課
題
と
し
て
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
一
方
Ｓ
、
Ｇ
の

全
て
の
分
野
で
上
位
３
位
ま

で
に
入
っ
て
い
る
「
人
材
不

足
」
は
、
Ｅ
で
は
２
分
野
の

み
に
と
ど
ま
っ
た
。
Ｅ
に
関

し
て
見
る
と
、
２
分
野
で
情

報
不
足
が
１
位
だ
っ
た
も
の

の
、
「
脱
炭
素
へ
の
取
り
組

み
・
自
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
削
減
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
応
」
「
産
業
廃
棄
物
の
削

減
取
り
組
み
な
ど
、
廃
棄
物

・
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
」
で
は

「
対
応
コ
ス
ト
が
高
い
」
が

１
位
だ
っ
た
。


